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要　　　　　旨
本研究は、２００８年に開催されたＹ大女子バスケットボールチームの公式１５ゲームを対象

として、ゲームスコアを数学的に処理することにより、チーム及び個人のオフェンス力を
分析したものであり、就中、オフェンス力を最大評価するシュート力及びキープ力の詳細
分析を試みた。その手法は、キープ力及びシュート力の実際値に、巧さを加味し、それら
を「大きさ（理想値）」という観点で捉えた。
その結果、キープ力について、Ｙ大は、高数値を示し、理想値と比較しても上回り、キー

プ力があるチームと評価できる。しかし、シュート力は、低値を示し、全１５ゲームにおい
て、理想値を下回った。キープ力、シュート力が同等の場合、大きさの大なるチームが勝
利していることから、本稿で捉えた大きさは、勝敗を決する要素のひとつであることが認
められた。

Ⅰ　はじめに

バスケットボールは、１チーム５人の２チームが、所定のコート上において、決められ
たルールに従い、１個のボールをリングに投げ入れ、一定時間内における得点の多寡を競
う競技７）である。そのゲーム構造は、オフェンスとディフェンスの２極から成り、オフェ
ンスは、シュートに帰結され、他方、ディフェンスは、得点を最小限に抑えるかを目的と
する。これらの目的の成否により、勝敗が決定されるが、直接的には、相手を上回る攻撃
回数（延いてはシュート試投数）と高確率のシュート力に帰依することは自明のことであ
ろう。
翻って、対峙する２チーム間の最初の争点１）は、「ボール所有」であり、この事項は、

攻撃回数の増減に多大な影響を及ぼすものである。一義的にはリバウンドボール獲得の優
劣に依る８）ところ大であるが、実際のゲームにおいては、ボール保持から、ミスプレイや
バイオレーションなどのターンオーバーによって、その所有を失う現象により反映する。
逆説的には、即ち、シュートに至る過程においてボール所有権を放棄しない事象である
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「キープ力」であり、これを看過することはできない。その事由として、「ボール所有」は、
シュート数の増減に連関するものであり、最終的争点である得点の優劣に於いて、有利な
状況を生起するものであると考えられる。
これまで、筆者らは、バスケットボールゲームで発現されるチーム及びプレイヤーのパ

フォーマンスの数量化を試み、幾つか報告２）３）４）５）６）し、且つ継続中である。そこで、本研
究は、Ｙ大女子バスケットボールチームを対象に、ゲームスコアを数学的に処理すること
により、チーム及び個人のオフェンス力を分析したものであり、就中、オフェンス力を最
大評価するシュート力及びキープ力の詳細分析を試みたものである。新たな知見が得られ
たので報告する。

Ⅱ　数量化の手法

分析に用いた資料は、２００８年に開催された公式１５ゲームであり、分析対象者は、Ｙ大女
子バスケットボールチーム及び選手１５名である。分析にあたっては、ボックススコアとコ
ンピュータソフトウェアのCyber Sports for Basketballを用いて、３点シュート、２点
シュート、フリースローシュートの試投数（Ｓ）と成功数（Ｇ）、ターンオーバー数（TO）
を抽出した。ターンオーバーとは、ボールを保持してからシュート動作に至るまでの間に
ボールの所有権が相手に移動するプレイのことであり、パスミス、キャッチミス、ドリブ
ルミス、バイオレーションについてその出現数を抽出した。
シュート力及びキープ力の詳細分析にあたって、巧さを加味したそれらを「大きさ」と

いう観点で捉えた。なお、その「大きさ（Ｖ）」は、チームのリバウンド理想値（Ｒ）から
算出し、数式は、次の通りである。

次に、リバウンド理想値から大きさ（Ｖ）を算出した。

V1：自チームの大きさ値　　V2：相手チームの大きさ値

１　チームのオフェンス力について
敢　キープ力
ボールを保持している状態から、シュートを試投するまでの過程、または、それ以前に

何らかのミスを犯して相手にボールの所有権が移動するターンオーバーに至るまでがキー
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プ力である。３点、２点、ＦＴのシュート試投数を加算した総シュート試投数（Ｓ）とター
ンオーバー数（TO）を次の数式に入れ、キープ力の実際値（P1）を算出した。

　次に、上述した大きさ（Ｖ）を加味し、キープ力の理想値（p1）を算出注１）した。

柑　シュート力
シュート力の実際値（P2）は、シュートの得点価値を考えずシュート成功率だけを算出

するために、次の数式を用いた。フリースローにおいては、２点シュートを基準としフ
リースローの１本は、２点シュートの１/２の得点価値として数式に組み入れた。

P2：シュート力の実際値　　S：シュート試投数　　G2：２点成功数　　G3：３点成功数

また、同様に、大きさ（Ｖ）を加味し、シュート力の理想値（p2）を算出注２）した。

２　個人の巧さについて
敢　キープ力
個人のキープ力の実際値（P1i）をチームのキープ力（P1）と同じ数式を用いて算出し、
個人のキープ力と、チームのキープ力の実際値（P1）、理想値（p1）により、個人のキープ
力についての巧さ（W1i，w1i）を求めた。

柑　シュート力
個人のシュート力の実際値（P2i）をチームのシュート力（P2）と同じ数式を用いて算出
し、個人のシュート力と、チームのシュート力の実際値（P2）、理想値（p2）により、個人
のシュート力についての巧さ（W2i，w2i）を求めた。

TOS
SP
+

=1

2
1 18.01

1
V

p
+

=

S
GGP 32

2
+

=

21

1
2 22.1 VV

Vp
+

=

1

1
1 P

P
W i

i =
1

1
1 p

p
w i

i =

2

2
2 P

P
W i

i =
2

2
2 p

p
w i

i =



大神　訓章　・　児玉　善廣　・　野寺　和彦

２０６

１１２

３　プレイタイムからみた個人の競技力
ゲームにおける個人のプレイタイムとそのプレイヤーの発現プレイには密接な関わりが

あると考えられる。プレイタイムの長短による個人の数値を出場時間の少ないプレイヤー
が適正に評価されるように配慮し、精度注３）の考え方を加味して算出したのが次に示す数式
である。なお、これらの数値は、個人の競技力のほぼ最低値と考えられ、プレイヤーの貢
献度はこの数値に示される範囲までは期待できるものとして捉えることができる。また、
プレイタイムを加味した数値は、控え選手の競技力の特徴把握及びゲームにおける選手起
用に寄与するものと考えられる。
敢　キープ力

P'1i：出場時間を加味したキープ力　W'1i：出場時間を加味したキープ力の実際値の巧さ

w'1i：出場時間を加味したキープ力の理想値の巧さ　f：個人の出場率

柑　シュート力

P'2i：出場時間を加味したシュート力　W'2i：出場時間を加味したシュート力の実際値の巧さ

w'2i：出場時間を加味したシュート力の理想値の巧さ　f：個人の出場率

Ⅲ　結果と考察

１　チームオフェンス力について
　大きさ（Ｖ）や巧さによる分析・考察を進めるために、Ｖ値に顕著な差が見られるＹ

大対ＭＧ大、Ｙ大対ＦＪ大の２ゲーム、Ｖ値に差が見られないＹ大対Ｓ大①、Ｙ大対Ｓ大
②の２ゲーム、計４ゲームを抽出した。併せて、全１５ゲームの分析をおこなった。表１～
表４は、各ゲームにおける基礎データとそれを基に算出した数値である。
敢　Ｙ大対ＭＧ大
２チーム間のＶの差が１．６９と顕著な差が認められた。Ｙ大においては、P1は、０．９１と高

数値を示し、p1と比較してもほぼ同値であり、高確率でシュートを試投していることが分
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かる。しかし、P2の値は、p2に比べ低く、大きさの差ほど得点が伸びていないことが窺え
た。Ｙ大は、P2を理想値（p2）に近づけることが課題であると考えられる。他方、ＭＧ大
のP1は、０．４５と低く、p1と比較しても著しく低値を示したため、このゲームにおいては、
Ｖ値によるのではなく、キープ力の巧さが勝敗に影響を及ぼしたものと考えられる。ＭＧ
大のP2は、０．１７と低値を示したが、p2とほぼ同じ値であるため、シュートの巧さは、平均
的であると言える。従って、ＭＧ大は、ターンオーバーを減少し、シュート試投数の増加
が今後の課題であると思われる。

柑　Ｙ大対ＦＪ大
２チーム間のＶ差が１．２３と顕著な差が見られたが、その差違ほど得点の差は見られな

い。Ｙ大は、P1、P2共に理想値であるp1、p2よりも低値を示した。このゲームにおいて、
Ｙ大は、理想とするゲーム内容ではなく、ミスが多く、また、シュート力も不安定なゲー
ム展開であったことが推測できる。Ｙ大が勝利した要因のひとつは、オフェンス、ディ
フェンス共にリバウンドを支配したことによるものであると推測できる。一方、ＦＪ大
は、P1、P2共に理想値であるp1、p2よりも高数値を示し、オフェンスについては、Ｖの差
を考えると最大限の力を発揮したものと考えられる。ＦＪ大の課題としては、リバウンド
の獲得数を増加することが挙げられる。

桓　Ｙ大対Ｓ大①
２チーム間のＶの差が０．１２と殆ど差が見られなかった。Ｙ大は、P1が０．９３と高数値を示

し、シュートに至る過程でボール所有権を無くさず、シュートを試投していることが認め
られた。また、p1と比して、P1が０．０７上回っているため理想値以上にシュートすることが
できたものと言える。P2に関しては、Ｙ大、Ｓ大共に、p2よりも低値を示した。Ｙ大は、
キープ力の巧さでゲームを支配したと考えられるが、P2値をp2に近づけることで、より確
実に勝ちゲームにすることができるものと言える。また、Ｓ大においては、P2の値をp2に
近づけると共に、ディフェンス力の向上が課題であると思われる。

棺　Ｙ大対Ｓ大②
２チーム間のＶの差が０．１６と殆ど差が見られなかった。P1は、Ｙ大、Ｓ大ともに、p1よ

りも高い数値を示した。P2を見ると、Ｙ大は、p2を０．０５下回ったのに対し、Ｓ大は、p2を
０．０９上回った。両チームのP2を比較してみてもＳ大がＹ大よりも０．０７高い数値を示し、Ｓ
大は、シュートの巧さでカバーしたために僅差得点になったものと考えられる。一方、Ｙ
大は、Ｖ、P1の２項目について、Ｓ大よりも高数値を示したが、より確実に勝ちゲームに
するためにはP2を上げることが不可欠であると考えられる。また、ディフェンス力を強化
し、Ｓ大のP2を下げることが課題であることが示唆された。

款　全１５ゲームを通して
全１５ゲームを通して、Ｙ大は、Ｖ値が相手チームの数値を上回っており、最大で１．７０、
最小で０．１２の差が見られた。全１５ゲームを通して、Ｙ大は、相手チームよりも優位にゲー
ム展開ができたものと推測できる。また、２チーム間において、キープ力（P1）、シュート
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力（P2）が大凡同等の値を示したゲーム全てにおいて、大きさ（Ｖ）で高数値を示したＹ
大が勝利していることから、Ｖは、勝敗を決する重要な要素のひとつであると考えられる。
P1を見ると、最高で０．９５とＹ大は、高数値を示した。理想値である（p1）と比較しても、
同等、もしくはそれ以上の数値を示し、Ｙ大のターンオーバーが少ないことから、一回の
ボールの所有でミスなくシュートを試投していることが窺えた。P2を見ると、最高で
０．６０、最低で０．３４という低数値であった。理想値（p2）と比較しても全てのゲームにおい
て、P2が下回り、最大で０．２６の差が見られ、シュート力の劣位が窺えた。Ｖ、P1共に高数
値を示し、相手チームの数値よりも上回るＹ大の課題は、シュート力を理想値に近づける
ことであろう。

２　個人の攻撃力（巧さ）の分析について
敢　キープ力
個人のキープ力を表す要素である（P1i）は、Ｙ大の殆どが０．８０以上の数値を示し、最高

値で１．００、最低値で０．７９と高数値であった。中でも、ＭＮが１．００、ＹＹが０．９３、ＲＡが
０．９３、ＣＳが０．９１、ＨＫが０．９０、ＮＳが０．９０と高数値であり、この６名は、１回のボール
所有で、ミスなくシュートを打ったことが推測できる。また、チーム全員が高数値を示し
ているため、Ｙ大は、シュートに至る前のボール所有権を堅持し、シュート試投をおこ
なったことが窺える。

表１　Ｙ大対ＭＧ大における各項目の算出結果

P2p2P1p1VRTOGS項　目
 0．５８0．７９ 0．９１0．９２２．１５７６．５ １１７５．５１３0．５Ｙ　大
 0．１７0．１５0．４５0．７２0．４６１６．５ ５７８．0４６．0ＭＧ大

表２　Ｙ大対ＦＪ大における各項目の算出結果

   P2   p2    P1   p1   V    R  TO    G  S項目
0．600．720．810．911．7954．51745．074．5Ｙ　大
0．380．200．860．760．5617．01126．068．0ＦＪ大

表３　Ｙ大対Ｓ大①における各項目の算出結果

   P2   p2  P1   p1   V   R  TO   G  S項目
0．370．480．930．861．0659．0735．094．5Ｙ　大
0．320．420．810．830．9452．51824．576．5Ｓ大①

表４　Ｙ大対Ｓ大②における各項目の算出結果

   P2   p2  P1   p1   V  R  TO  G  S項目
0．440．490．870．861．0849．51337．584．5Ｙ　大
0．510．420．850．830．9242．01236．070．5Ｓ大②
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柑　シュート力
シュート力（P2i）とは、シュートの得点価値を考えず成功率だけを算出したものである。
表６を見ると、ＣＳが０．５３、ＲＡが０．５２と比較的高数値であった。ＣＳは、センタープレ
イヤーでありシュート試投数からみても、リバウンドシュートを含めた２点シュートに優
れていることが窺える。しかし、ＭＮが０．２９、ＳＭが０．３８、ＮＳが０．４０と低数値であり、
Ｙ大は、１５名全員が理想値と比較した巧さ（w2i）が１．００以下であった。前述の通り、シュー
ト力の課題が捉えられた。

３　出場時間を加味した個人の攻撃力について
敢　キープ力
出場時間を加味したキープ力（P'1i）は、接球回数の多いプレイヤー、即ち、ガードプレ

イヤーにおいて比較的高数値を示した。ガードプレイヤーであるＭＴが０．７６、また、フォ
ワードプレイヤーであるＨＫ、ＡＡにおいても０．７１、０．６９と高数値を示した。スターティ
ングメンバーであるＣＳが０．７３、YSが０．６０と比較的高数値であるが、交代メンバーのNM
が０．５４、ＮＳが０．５３、その他のメンバーが０．３９以下と低値であり、チーム内において顕著
な差が見られた。これはスターティングメンバーと交代メンバーの力量差及び出場時間に
顕著な差異が見られ、結果、算出数値に影響を及ぼしたものと考えられる。

柑　シュート力
出場時間を加味したシュート力（P'2i）は、ＣＳが０．４２と最も高い数値を示した。シュー
ト力（P'2i）に加え、シュート試投数（Ｓ）から見ても、ＣＳは、Ｙ大の得点の中心選手で
あることが窺える。また、スターティングメンバーであるＭＴ、ＨＫ、ＡＡ、ＹＳにおい
ても、０．４０、０．３９、０．３７、０．３５とチーム内において比較的高数値を示した。しかし、交代

表５　全１５ゲームにおけるＹ大プレイヤーの
　　キープ力（P1i），巧さ（W1i）　　　　　

W1iw1iP1iTOS項目
1．011．010．8918150．5ＭＴ
1．021．020．9016144．5ＨＫ
1．041．040．9127276．0ＣＳ
0．950．950．841157．0ＫＹ
1．061．060．93340．5ＹＹ
0．940．940．83942．5ＡＴ
1．011．010．89433．0ＴＩ
1．061．060．93571．5ＲＡ
0．990．990．8617１０８．０ＮＭ
0．900．910．80416．0ＳＭ
0．970．970．85847．0ＳＧ
0．990．990．8728189．5ＡＡ
1．021．020．901087．0ＮＳ
0．980．980．8623144．0ＹＳ
1．141．141．00020．5ＭＮ

表６　全１５ゲームにおけるＹ大個人の
　　　シュート力（P2i），巧さ（W2i）

W2iw2iP2iG項目
0．990．780．4871．5ＭＴ
1．030．810．4971．5ＨＫ
1．090．860．53145．0ＣＳ
0．900．700．4324．5ＫＹ
0．930．730．4418．0ＹＹ
0．860．680．4117．5ＡＴ
1．010．790．4816．0ＴＩ
1．080．850．5237．0ＲＡ
0．950．740．4546．0ＮＭ
0．780．610．389．0ＳＭ
1．020．800．4923．0ＳＧ
0．970．760．4688．0ＡＡ
0．830．650．4034．5ＮＳ
1．030．810．5071．5ＹＳ
0．610．480．296．0ＭＮ
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メンバーでは、ＮＭが０．２８、ＮＳが０．２３、その他の交代メンバーが０．２０以下と低い数値を
示し、チーム内において顕著な差が見られた。これも前述同様、力量差と併せて、出場時
間の差が影響しているものと思われる。

Ⅳ　まとめ

本研究は、２００８年に開催されたＹ大女子バスケットボールチームにおける公式１５ゲーム
を対象として、ゲームスコアを数学的に処理することにより、チーム及び個人のオフェン
ス力、中でもキープ力とシュート力を詳細に分析したものである。
結果を要約すると次の通りである。

１．キープ力（P1）について、Ｙ大は、高数値を示し、理想値（p1）と比較しても上回り、
キープ力のあるチームと評価できる。

２．１５ゲームを通して、Ｙ大は、大きさ（Ｖ）が相手チームを上回り、キープ力（P1）も
理想値を上回るゲームが見られた。しかし、シュート力（P2）値は、低く、１５ゲーム全
てにおいて理想値（p2）を下回った。

３．キープ力（P1）、シュート力（P2）が同等の場合、大きさ（Ｖ）の大なるチームが勝利
していることから、大きさ（Ｖ）は、勝敗を決する要素のひとつである。

４．ＣＳは、キープ力（P1i）が０．９１、シュート力（P2i）が０．５３と高数値を示し、出場時間
を加味したキープ力（P'1i）、シュート力（P'2i）も０．７３、０．４２と高数値であった。

 

表７　全１５ゲームにおける出場時間を加味したＹ大プ
レイヤーのキープ力（P'1i），巧さ（W'1）

fW'1iw'1iP'1iMIN項目
0．720．860．860．76434ＭＴ
0．630．810．810．71379ＨＫ
0．650．830．830．73388ＣＳ
0．230．450．450．39135ＫＹ
0．150．410．410．3690ＹＹ
0．150．370．370．3289ＡＴ
0．130．360．360．3279ＴＩ
0．170．440．440．38102ＲＡ
0．400．620．620．54240ＮＭ
0．080．260．260．2350ＳＭ
0．160．390．390．3495ＳＧ
0．620．780．780．69373ＡＡ
0．350．600．600．53211ＮＳ
0．490．690．690．60291ＹＳ
0．070．310．310．2744ＭＮ

表８　全１５ゲームにおける出場時間を加味し
たシュート力（P2i），巧さ（W2）

fW'2iw'2iP'2i項目
0．720．840．660．40ＭＴ
0．630．810．640．39ＨＫ
0．650．880．690．42ＣＳ
0．230．420．330．20ＫＹ
0．150．360．280．17ＹＹ
0．150．330．260．16ＡＴ
0．130．360．290．17ＴＩ
0．170．440．350．21ＲＡ
0．400．580．450．28ＮＭ
0．080．270．210．13ＳＭ
0．160．410．320．20ＳＧ
0．620．760．600．37ＡＡ
0．350．490．380．23ＮＳ
0．490．720．570．35ＹＳ
0．070．160．130．08ＭＮ
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注
注１）２チームの大きさが等しい場合、V1、V2共に１となる。キープ力の平均値は、０．８５
であるため、０．１８をｋとし、p1＝０．８５、V2＝１を数式に挿入すると、ｋ＝０．１８が算出さ
れる。

注２）２チームの大きさが等しい場合、V1、V2共に１となる。シュート力の平均値は、０．４５
であるため、１．２２をｋとし、p1＝０．４５、V1＝１、V2＝１を数式に挿入すると、ｋ＝１．２２
が算出される。

注３）平均値／標準偏差で表す。精度が高ければ分布は平均値のまわりに集まっているこ
とを示し、２つの違った分布がある時に、その散らばり具合を比べる時に使われる。ま
た、分布の状態が平均値のまわりに密であるか疎であるかを表す数であることから、平
均値の安定度を表すものである。
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Summary

Kuniaki OGA*,Yoshihiro KODAMA**,Kazuhiko NODERA*** :
An Analysis of the Basketball Games in Detail on the Power of

Ball-Keeping and Shooting:

This research is based on all the data collected from the wemen basketball team of Y 
University, which held 15 official matches in the year of 2008. The final scores from 15 
matches as well as the power of offence both from team and individual players are closely 
analyzed in a mathematical way.　In this research, the biggest evaluation of the power of 
offence will include detailed analyses related to the power of ball-keepig and the power of 
shooting. With the measure, it is hoped that the ideal value will be attained by way of the 
actual value of both ball-keeping and shooting.
As a result, regarding the power of ball-keeping, the higher of the final score is, the 

higher of the ideal value is, showing this team in Y University is capable of keeping the 
high effectiveness of the power of ball-keeping.　On the other hand, however, while the 
value of effectiveness of the power of shooting, the ideal value of the data from 15 games is 
going down. Therefore, while the same situation between the power of ball-keeping and 
the power of shooting is the same, the higher value the team is the bigger chance of 
winning will happen.　In a nutshell, this research has found the most important decisive 
factor for a team to win at the match.

（*Course of Sports, Faculty of Education, Art and Science）
（**Sendai University）

（***Tamagawa University）




